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在来植物による飛砂防止緑化工法



・環境省 環境技術実証事業№140-2301

登録情報

技術名 ：キノコ廃菌床と有機質資材を用いた
海岸植生復元方法 はまみどりマット工法

・特許 第5542232号

慢性的な飛砂被害

風食被害

海岸自然環境
の減少
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３つの特徴

① 土に還る素材（麻製）を使用

② 国産の有機質資材を有効利用

③ 砂浜の埋土種子等による緑化

★ 環境負荷の低減 ★

保水力・栄養分に富む
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発芽や初期生育に必要な水分、栄養分を供給

はまみどりマット【埋設型砂地緑化マット】

種子や根

深さ20cm

覆土層

植物が発芽、生長するための条件を
整えるのが「はまみどりマット」の役割

③埋戻し②マット設置①表土すきとり ⑤ジュートネット
養生

④植物散布

撮影地：新潟市西区 企業の森づくり活動地
2025年6月施工～11月（5か月間）タイムラプス動画
はまみどりマット50％改良



2025年12月 施工状況

着手前の海岸の様子
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施工翌年 2025年7月

地域の在来植物が再生

2025年１月施工完了

2025年７月

着手前 2021年７月 施工完了 2021年12月

施工翌年 2023年7月施工3年9か月後 2025年9月



施工前 施工3年9ヶ月後施工7ヶ月後

施工前 施工状況 施工完了

被覆率59％ 被覆率94％ 被覆率100％

群落分布が複雑に

施工前 施工7か月後 施工3年9か月後



ハマエンドウカワラヨモギ ハマニガナ オカヒジキ

ハマボウフウ ウンラン

ハマゴウ（県準絶滅危惧） コウボウムギハマヒルガオナミキソウ（県準絶滅危惧）

計86種の植物を確認

砂丘緑化活動
と海岸清掃
海洋ゴミ・プラゴミ

地域と共に
課題解決に取り組む

グリーンインフラ大賞
「国土交通大臣賞 （防災・減災部門）」受賞
受賞者：大谷地区振興会連絡協議会・大谷里海づくり検討委員会

★令和7年新潟県治山林道協会長賞
（事業功労者）受賞



はまみどりマット工
【従来工法】

静砂垣+砂草植栽工

・50％改良
・海浜植物ランナー散布
・ジュートネット養生

・静砂垣工
・地域性種苗植栽工
砂草ポット苗16株/㎡

約8,000円/㎡ （27.2％ ）約11,000円/㎡経済性※

7日 （30.0％ ）10日工 程

※1,000㎡当り施工単価

汀線

大型トラックによる
資材搬入が可能干潮、満潮による

波の影響あり

不適な箇所適用箇所

・潮位変動や恒常的な波浪により
海水の影響を受ける箇所

・著しい堆砂や浸食のある箇所
・埋設箇所の上部に車両等の乗り

入れがある箇所（植生の回復が影響を受
ける）
・マット上の覆砂が崩落するような法面
（1:2.0より急勾配）

・海岸、河口部などの貧栄養砂地

施工条件

・勾配1：2.0以下、安定勾配
・施工時期は酷暑期や厳寒期を避ける
・建設機械が進入できること
・大型トラックでの資材搬入が可能でス
トックヤードがあること

砂丘



【お問合せ先】
営業本部 コンサルティンググループ

プロジェクト推進チーム 今富 有紀

メール eigyou@green-s.co.jp

★はまみどり工法は 地域の植生を回復し
長期的に砂浜の安定化を図っていく工法です

★使用目的は 飛砂防止の他にも
砂浜の安定化による“海岸構造物の安定性の確保”
にもつながります。
海岸の長寿命化対策にもぜひご検討ください。

おわりに


